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論文の内容の要旨
　わが国のハイマツ（P伽刎μ舳α）の分布域は森林限界よりも高く，北海道では海抜約50m一ユ720㎜，本州中部
から北部では海抜約1400r3ユ80㎜が分布域である。一方，近縁種のゴヨウマツ（R〃柳oγαvar．〃柳oγα）は
本州中部から九州にかけての海抜約100ガ1700㎜の山地に，また，その変種であるキタゴヨウ（var．妙妙妙〃α）
はハイマッとほぼ同様の地域にそれぞれ離散的に分布している。両種は風媒受粉による他殖性で，ゴヨウマッと
キタゴヨウの種子散布は風によるのに対し，ハイマツでは鳥散布であり伏条更新による栄養増殖も行う。さらに，
両種の過去の分布変遷は異なる。したがって，現在の遺伝的変異の量や構造を解明して量種を比較することは，
進化生物学的にも保全生物学的にも極めて興味深く，意義が大きい。
　本論文は，わが国の両種が保有する遺伝的変異を明らかにし，遺伝的変異の量や傾向を特徴づける生態・地理
的要因を推定するために，国内各地の集団についてアロザイム多型に基づく集団遺伝的解析と，ハイマッユ集団
についてアロザイム及びDNA多型を遺伝マーカーとして遺伝構造を解析し，伏条更新という繁殖形態や動物の
貯食行動による種子散布等と遺伝構造との関連を解明しようとしたものである。
　第1章と第2章では，ハイマッユ8集団とゴヨウマッ・キタゴヨウ16集団の約50固体ずつから採取した当年生針
葉のアロザイム分析結果を論じており，ハイマッの19遺伝子座，ゴヨウマッ・キタゴヨウの11遺伝子座を推定で
き，これらの遺伝子座の遺伝的変異について以下の4点を明らかにした。（1）全集団とも高い遺伝的変異を有する。
このことは，永年生，他殖性，風媒受粉等の特性や，種子の鳥散布や実生（種子繁殖）と伏条更新（栄養繁殖）
の併用等が集団内に高い遺伝的変異を保有する要因であることの反映である。（2）ハイマツにおける集団内の遺伝
的変異は，北高南低のクラインを示す。このことは，ハイマツが氷河期に北方からわが国に伝来する過程で遺伝
的変異を次第に低下させたこと及び，温暖な気候下における集団の隔離状態では集団問の遺伝子流動が稀なこと
の反映である。（3）ゴヨウマツ・キタゴヨウでは，集団間の遺伝的差異は小さい。このことは，最終氷期の分布域
から現在の分布域への大規模な移動や，南から北へ移動する集団と東北地方の残存集団との隔離申断が関与した
結果であると思われる。（4）集団内における頻度の低い対立遺伝子は，東北地方では多数検出されるが南西地方で
は少ない。このことは，後氷期の温暖化で集団サイズが減少し，遺伝的変異が機会的に減少した結果であると思
われる。以上の結果に基づき，2種問の遺伝的変異の様相の差異は分布変遷の違いの反映であると結論づけた。
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　第3章では，本州申部にある赤石山脈問の岳南斜面のハイマツ群落に設けた調査区（幅18服，長さ38㎜）に
ついて，格子状の2醐間隔で合計200の地上幹から当年生針葉を採取し，各地上幹毎のアロザイムとDNAマー
カーの遺伝子型を調べ，同一遺伝子型（表現型）の地上幹の集まり（斜面に直角方面に長い）が散在することを
明示した。このことは，伏条更新による地上幹形成の可能性の証明となる。さらに，自己相関解析によって，個々
の対立遺伝子（表現型）が群れをなすことを提示した。このことは，ホシガラスによる貯食行動によって兄弟ま
たは半兄弟の種子が近距離に集申して散布される現象の反映であると考えられる。
　以上，本論文によって，わが国のハイマッならびに，その近縁種であるゴヨウマツとその変種キタゴヨウにつ
いて，各地域集団毎の遺伝的変異の量や構造を解明するとともに，個々の種がもつ生態的，地史的特徴が遺伝的
構造と密接に関係していることを明らかにできた。今後，材木遺伝資源の保全を進めるに当たっては，種内の諸
集団がもつ遺伝的変異の特徴や集団の履歴に配慮した調査と管理を行うことが求められる。
審査の結果の要旨
　本論文は，わが国のハイマツとその近縁種のゴヨウマッやその変種キタゴヨウなど両種が保有する遺伝的変異
の量や傾向を特徴づける生態的・地理的要因を推定するために，国内各地に散在する多数の集団についてアロザ
イム多型に基づく集団遺伝学的解析を行うとともに，ハイマッユ集団についてアロザイムとDNA多型を遺伝
マーカーとして遺伝構造を解明し，伏条更新という繁殖形態および動物の貯食行動による種子散布等と遺伝構造
との関違を解明しようとしたものである。まず，ハイマッ18集団とゴヨウマツ・キタゴヨウ16集団の約50固体ず
つから採取した当年生針葉のアロザイム分析により，①全ての集団は高い遺伝的変異を保有しており，②ハイマ
ツでは集団内の遺伝的変異は北高南低のクラインを示し，③ゴヨウマツ・キタゴヨウでは集団間の遺伝的差異は
小さく，④集団内における頻度の低い対立遺伝子は東北地方では多く南西地方では少ないことを明らかにし，2
種問の遺伝的変異の様相の差異は分布変遷の違いの反映であると結論づけた。また，本州中部，赤石山脈問の岳
南斜面のハイマツ群落内の調査区（18肌×38rn）について，2㎜間隔の合計200地上幹から当年生針葉を採取し，
各地上幹毎のアロザイムとDNAマーカーの遺伝子型を調べるとともに自己相関解析を行い，地上幹の一部が伏
条更新によって形成されること及び，ホシガラスによる貯食行動によって兄弟または半兄弟の種子が近距離に集
中して散布されることを明らかにした。
　以上，本論文によって，わが国のハイツならびに，その近縁種であるゴヨウマッとその変種キタゴヨウについ
て，各地域集団毎の遺伝的変異の量や構造を解明するとともに，個々の種がもつ生態的，地史的特徴が遺伝的構
造と密接に関係していることを明らかにできた。このことは，今後，林木遺伝資源の保全を進める際の指針とし
て，種内の諾集団がもつ遺伝的変異の特徴や集団の履歴に配慮した調査と管理を行うことが不可欠であることを
明確に提示した論文として高く評価できる。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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